
補足～ブレインストーミングについて～	
 

帰り際に浅見さんからうかがいましたが、そもそも「ブレインストーミ

ングって」というご質問があったそうです。この資料をお送りする段階

で頂いている質問なので、ここでお答えをしておきます。	
 

ブレインストーミングとは、アレックス・オズボーンさんというもと広

告マンが提唱した「アイディア出し会議の手法」です。著書には、「創

造力を生かす」などがあります。	
 

ブレインストーミングでは、複数人のグループでアイディアを出し合い

ます。本編でもお話した、判断遅延、質より量、他人の意見に便乗、突

飛さ歓迎のルールに則ってたくさんのアイディアを出すことを目的と

しています。行うと、ちょうど脳内が嵐のようになる、という意味での

名付けとなっています。	
 

ブレインストーミングで大切なことは「相互作用」と考えています。一

人ひとりが１０こアイディアを出して、それを４人が持ち寄ると４０個

のアイディアが出る。これと、ブレインストーミングは同じじゃないの、

という論調を見かけることがありますが、決してそうではないと考えて

います。	
 

それは、ルールの中にある「他人の意見に便乗」の部分においてです。

その場にいる人が他の人を触発する「シナジー」を抜きにブレインスト

ーミングを語ることはできません。	
 

人によっては「ブレインストーミングはもう古い」と言われる場合があ

りますが、うまく運用されていないブレインストーミングが多いことが

原因の一つではないのかな、と考えたりしております。	
 

今回はありがとうございました。失礼致します。	
 

アイディア・ラボ〔β〕	
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